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◎お知らせ 

 

○『エネルギー通信』第17号発刊のお知らせ 

リム情報開発は、エネルギーの「いま」をまとめて把握できる季刊誌『エネルギー通信』第17

号を発行しました。燃やしても二酸化炭素(CO2)を出さないクリーン燃料として注目が集まる

「水素」や「アンモニア」、カーボンニュートラルな脱炭素燃料として利用が拡大する「バイ

オ」を大きなテーマに、リム独自の視点で最新事情を掘り下げています。目まぐるしく変化す

るエネルギー市場に対応するためのヒントに溢れた『エネルギー通信』第17号をぜひご覧くだ

さい。 

 

『エネルギー通信』は、WEBで閲覧いただくことができます。 

お申込み・お問い合わせはこちら 

URL: https://www.rim-intelligence.co.jp/contents/info/eneletter/ 

エネルギー通信チーム TEL: 03-3552-2411 / Email: info@rim-intelligence.co.jp 

 

 

◎リムエネルギー総合指数22種(レックス22、2010年平均＝100) 

29日のレックス22は、28日から4.55ポイント上昇し174.20です。 

 

------------------------------------------------リムレポートのご紹介------------------------------------------------- 

 リム情報開発のレポートラインアップは、下記のURLからアクセスください。各レポートのサン

プルに加え、内容についての詳細な説明がご覧いただけます。 

https://www.rim-intelligence.co.jp/first/report 

ラインアップ： 

原油・コンデンセート   アジア石油製品       バンカーオイル 

ローリーラック(国内陸上) ジャパン石油製品(国内海上) LPG 

石油化学         ポリオレフィン       LNG 

電力           デイリーデータ       Rim Data File 

CROSS VIEW軽油      CROSS VIEW重油       季刊誌 

上記に関するお問い合わせは各チームまで 

TEL 03-3552-2411  

E-mail info@rim-intelligence.co.jp 
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◎脱炭素エネルギー 

○アンモニア 

CFR Tanpa ($/mt)               295      

FOB Middle East ($/mt)      +40       300 -     400      +80  

CFR North East Asia($/mt)       -5       335 -     385      +10  

FOB South East Asia($/mt)※       +5       295 -     350           

Japan Domestic Price (yen/mt)            165,000 - 175,000           

 

【国際市況】 

中東が上昇 

 国際市況では、CFRタンパが295ドルと前週から

変わらず。複数エリアで生産工場の停止や減産が

続いていることで、今週末にも決定する9月価格も

上げ見通しが出ている。 

 

 FOB中東は300～400ドルと、前週から60ドル高と

大幅に前週を上回った。マーデン(年産1,100トン)

の設備停止に伴い、玉の引き締まり感が増した。9

月積みでマーデンを売り手に20,000トンの大口成

約が浮上。買い手はニュートリエンと伝えられ、

400ドルだという。 

 

アジアも小幅高 

 CFR北東アジアは335～385ドルと、前週から2.5ド

ル高に小幅ながら続伸した。中東の引き締まり感を

受けた。一部で中東から契約玉の供給が出来なくな

っているとの声もあった。 

中国国内は、尿素市場の堅調地合いに加え、秋に

向けて肥料の需要期に入ることなど、強材料が目立

った。 

 

FOB東南アジアは295～350ドルと、前週から2.5ド

ル高と下値が切り上がった。中東出し価格の上昇や

尿素高を受けた。インドネシアのビントゥルは8月一

杯まで定期修理に入っており、引き締まり感が続い

ている。 

CFRインドは、320～390ドルで前週から横ばいだっ

た。 

 

【国内市況】 

 国内市況は、陸上価格が1トンあたり165,000～

175,000円で前週の水準を維持している。下期に向け、

大口ユーザーとの価格交渉が始まっており、需要家

の中には足元のガス価格下落を理由に、下げを要求

するケースもあるようだ。ただ、冬場の需要期に対

してガス価格がコンタンゴ(順ザヤ)になっているた

め、メーカー側としては値下げの要求には応じにく

いようだ。 

 

 また、東レの東海工場では来春から半年程度、ア

ンモニアタンクの開放検査が行われる。この間、検

査対象外の小型タンクへ貯め込むため、通常より傭

船の頻度が高まると見られている。このため、船繰

りやスポット価格への影響を指摘する声も聞かれた。 

 

＜周辺エネルギー＞ 

 リム情報開発が発行する日刊『LNG』によると、25

日時点で北東アジア着(DES)の10月前半着市況は

11.15～11.45ドル/mmBtuと、前週から2.65ドル安と

なった。欧州天然ガス市況の下落や需給の緩和を受

けた。豪ウッドサイドは北西豪州大陸棚プロジェク

トで労働組合との協議が合意に至り、ストライキが

回避。シェブロンの労働争議も早期に回避されると

の見方から玉の逼迫懸念が後退した。また、日本は

原発の稼働が増えてきたことでLNG需要が減退して

いるという。 
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○尿素 

 Urea($/mt) Yen/mt 

○FOB Spot Prices              Low      High             Low      High 

 FOB Baltic    -18       320 -   357    -13    46,675 -  52,072 

 FOB Middle East     -5       375 -   385           54,698 -  56,156 

 FOB China              370 -   380    -20    53,968 -  55,427 

○CIF/CFR Spot Prices              Low      High             Low      High 

 CIF Japan              400 -   500           58,344 -  72,930 

 CFR India              396 -   399           57,761 -  58,198 

○Freight rates              Low      High             Low      High 

 China to Japan               20 -    70            2,917 -  10,210 

 China to India               25 -    75            3,647 -  10,940 

○Urea Costs in Japan           Mean   Mean(Yen) 

 Urea 32.5%    146.25        21,332 

 Urea 40.0%    180.00        26,255 

TTS=145.86円(8月24日、三菱UFJ銀行) 

  

【FOBバルト海、中東、中国市場】 

 国際取引市況はFOBバルト海が前週比15.5ドル

安の320～357ドル、FOB中東は同2.5ドル安の375

～385ドル、FOB中国は同10ドル安の370～380ドル

といずれも続落した。天然ガス価格の下落などを

受けた。 

  

バルト海は続落、天然ガス安を受け 

 FOBバルト海は続落した。天然ガス価格が世界

的に下落したため、コスト面で下押し圧力がかか

った。リム情報開発が発行する日刊『LNG』による

と、25日時点の欧州着(DES)液化天然ガス(LNG)の

中心的な価格は百万英国熱量単位(mmBtu)あたり

8.65ドル(トンベース換算448ドル)と、18日から

2.2ドル(同114ドル)下落した。豪州LNGプロジェ

クトのストライキの懸念がほぼ解消し、供給不安

が和らいだ。 

  

 

  

 競合するエジプト積みが420～440ドルFOBと、

前週から27.5ドル下がった。こうしたこともバル

ト海積みの下げ材料視された面もありそうだ。 

  

 8月は収穫期で肥料需要が弱いが、9月以降、需

要が戻ってくるとみられており、下げ傾向が続く

かは不透明だ。 

  

中東は小幅安、インド次回入札待ちで動意薄 

 FOB中東は小幅に下がった。インドの買い付け

入札が終わり、買いが一巡したことからやや上値

が重たい。ただし、早ければ9月にインドが再び入

札を実施するとの見方が出ており、様子見ムード

も強い。売り圧力は限定的だった。 

  

中国は軟調、割高感から買い控え 

 FOB中国は軟調に推移した。国内市況が前週上

昇したことを受け、割高感が台頭、買い控えが広

がった。市場関係者によると、内モンゴルおよび

新疆地区の割安な尿素が国内市場に流通し始め、

相場に下押し圧力がかかった。 

  

 中国国内の尿素工場稼働率は約78%と高い水準

となっている。こうしたことがトレーダーの輸出

意欲を刺激している面がありそうだ。 
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 ただし、下げ幅は限定的だ。既報どおり、8月に

実施されたインドの入札で中国積みが110万トン

納入されるもよう。国内の余剰玉がある程度流れ

る見込みだ。これが国内市況の下支え要因となっ

ているようだ。 

  

 複数の尿素生産設備が定修に入っている山東

省では、工場着価格が2,570元と中値が前週から5

元と小幅に底上げされた。ドルベース換算で同1

ドル高の356ドル。 

  

 アジア市場の石炭取引指標である豪ニュー・キ

ャッスル積み(FOB)価格は24日時点でトンあたり

149ドルと、17日から2ドル上昇した。 

  

 

  

【日本市場】 

 CIF日本市況は前週から変わらずの400～500ド

ル。引き続き大きな動きがみられなかった。一方、

日本向けの尿素は買い気が細りそうだ。複数の有

力卸業者が値下げを打ち出し始めたため。自社で

も製造する伊藤忠エネクスや、新日本化成の玉を

扱う富士興産、日産化学の玉を扱う日星産業など

が8～9月からリットルあたり3～5円程度アドブ

ルーを値下げするようだ。一部の販売店が明かし

た。こうした動きが広がれば、アドブルー市況の

軟化につながる可能性もある。アドブルーメーカ

ーの尿素の購買力を冷やす要因になる。 

  

【インド市場】 

 CFRインド市況は前週から変わらずの396～399

ドル。インドの次回の買い付け入札待ちで大きな

動きがみられなかった。早ければ9月にも次回の

入札を実施されるとの予想が聞かれた。一方、今

回の入札で市場の予想を大きく上回る180万トン

を購入したため、次回は9月後半～10月前半まで

ずれ込むとの見方も伝えられた。 

  

【その他】 

 CFRブラジルは360～375ドルと前週から25ドル

続落した。インドの買いが一巡したため、ブラジ

ルに浮遊玉が流れ込んだようだ。 

  

 東南アジアでは、マレーシア国営ペトロナスの

ビントゥル工場は予定どおり8月末まで定修に入

っている。一方、インドネシアが向こう数週間以

内に買い付け入札を実施するとの見方が伝えら

れた。ただし、具体的な数量やタイミングは判然

としなかった。 

  

 ナイジェリアでは、大手肥料製造会社インドラ

マの設備は通常稼働している一方、ダンゴートは

天然ガスの供給不安で設備稼働率を50%程度に落

としていると伝えられた。 

  

【フレート】 

 中国/日本間のコンテナフレートは中国/日本

間がトンあたり20～70ドル、中国/インド間が同

25～75ドルいずれも変わらなかった。 
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○水素 

国内市場 

 モビリティ向け価格は、メーカー系のステ

ーションは1キログラムあたり税込み1,210

円を維持している。 

 

三菱重工業と日本触媒は、水素・アンモニ

アのサプライチェーンの導入と大量輸送の

本格化を見据え、アンモニア分解システムの

共同開発契約を締結した。アンモニア熱分解

触媒を用いた最適なシステムの共同開発に

あたり、三菱重工は、アンモニア製造プラン

トをはじめとした国内外における多数の化

学プラント納入実績や、これまで培ってきた

アンモニアや水素のハンドリング技術に関

する深い知見を生かす。日本触媒は、アクリ

ル酸触媒をはじめとするプロセス触媒や、自

動車触媒、排ガス触媒などの環境触媒を多数

開発・実用化してきた触媒技術の実績と知見

を生かす。 

 

関西連合会は｢関西水素サプライチェーン

構想実現プラットフォーム｣で、9月20日に水

素エネルギーセミナーを開催する。 

関西圏以外での水素の利活用拡大の取組

みについて東京2020大会後の選手村で行わ

れている水素を活用したまちづくりを東京

都都市整備局から紹介する。また、本プラッ

トフォーム参加事業者として岩谷産業の関

西万博への取組みなどを紹介し、情報を共有

する機会として、一般公開イベントとして実

施する。 

 

＜周辺エネルギー＞ 

 リム情報開発が発行する日刊『LPG』による

と、8月渡しの京浜プロパンガス陸上相場は

72,700～73,000円と、前週から横ばい。8月商

談は既に手仕舞い感が強いという。一方で、

9月の仕切り価格が8月の水準を大幅に上回

るとの先高観が強く、仮需も期待されている

という。 

 

リム情報開発が発行する日刊『ローリーラ

ック』によるとラック価格は25日時点で、ガ

ソリンがリットルあたり146.56円と、前週か

ら0.7円高。課税軽油の価格は89.81円で、同

0.6円高に上昇した。24日以降の仕切り価格

が1.6円高となったことを受けた。ただ、月末

の売り込みに押され、改定ほどの上げ幅には

至らなかった。 
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◎環境価値取引 

○概況 

J クレジット 相対取引 カテゴリーL 

区分 中心価格帯 前週比 
直近の 

入札平均 

直近の 

入札中央値 

再生可能エネルギー発電・太陽光(L太)     2,800 -   3,750          3,246   3,210 

再生可能エネルギー発電・バイオ(Lバイ)     2,150 -   2,200        (入札対象外) (入札対象外) 

再生可能エネルギー熱 (L熱)     1,700 -   2,000          1,551   1,515 

省エネルギー (L省)     1,400 -   1,800          1,551   1,515 

森林吸収 (L森)     1,500 -   5,000        (入札対象外) (入札対象外) 

注)価格単位:円/二酸化炭素1トン・税抜、基準ロット:1万トン、対象の認証期間:2013年度以降 

直近の政府保有クレジットの入札:2023年5月10～17日実施、前週比は中心値による比較 

J クレジット 相対取引 カテゴリーS 

区分 中心価格帯 前週比 
直近の 

入札平均 

直近の 

入札中央値 

再生可能エネルギー発電・太陽光(S太)     2,800 -   4,100          3,246   3,210 

再生可能エネルギー発電・バイオ(Sバイ)     1,900 -   2,100        (入札対象外) (入札対象外) 

再生可能エネルギー熱 (S熱)     1,700 -   2,000          1,551   1,515 

省エネルギー (S省)     1,400 -   1,850          1,551   1,515 

森林吸収 (S森)     3,000 -  15,000        (入札対象外) (入札対象外) 

注)価格単位:円/二酸化炭素1トン・税抜、基準ロット:1千トン、対象の認証期間:無制限 

直近の政府保有クレジットの入札:2023年5月10～17日実施、前週比は中心値による比較 

 

○Jクレジット 相対取引 商況 

 Jクレジットの相対市場は25日終了の週、1

万トン、1,000トン単位ともに、価格の気配水

準は横ばいだった。約定も引き続き伝わって

いない。 

 炭素クレジットの売買を扱う一部事業会社

の担当者は、｢商談件数はやや増加傾向｣と述

べた。対象のクレジットの種類など詳細は明

らかにしていない。 

 

東北銀行(盛岡市)は、農業分野の炭素クレジ

ットの創出支援でフェイガー(東京都港区)と

業務提携を締結した。共同で農家の脱炭素農

業を後押しし、二酸化炭素(CO2)削減の成果を

Jクレジットなどの創出につなげる(本紙マー

ケットニュース欄に関連記事｢東北銀=農業分

野の炭素クレジット創出支援、フェイガーと

業務提携｣を掲載)。

○Jクレジット (カテゴリーL：取引基準ロット＝1万トン、認証対象期間＝2013年度以降) 

Jクレジット相対市場のカテゴリーLは、25

日終了の週、再生可能エネルギー発電・太陽

光由来のクレジット(L太)が、2,800～3,750

円(二酸化炭素1トンあたり)と前の週と同水

準だった。 

市場で取り沙汰されていたL太の提示は、

2,800～3,750円。仲介・転売業者が個別に示す

気配は100円、180円、300円といった幅があっ

た。 

 

再エネ発電・バイオエネルギー(Lバイ)の気

配は、前の週と変わらずの2,150～2,200円。市

場での一部参加者による提示は2,150～2,200

円だった。 

 

再生可能エネルギー熱 (L熱 )は 1,700～

2,000円と前の週と比べ横ばい。市場に伝わっ

た提示は1,700～2,000円。 

各業者のL熱の値幅は、200～300円。 

 

省エネルギー(L省)は1,400～1,800円と前

の週と比べ変わらず。市場で提示されたL省の

気配は1,400～1,800円。値幅は100～150円幅

だった。 
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 案件ごとの内容や条件での値差が大きいと

される森林吸収(L森)は前の週と同じ1,500～

5,000円だった。一部で示されたL森の価格帯

は、1,500～5,000円。 

 

○Jクレジット (カテゴリーS：取引基準ロット＝1千トン、認証対象期間＝制限なし) 

Jクレジット相対市場のカテゴリーSは25日

終了の週、再エネ発電・太陽光由来(S太)が、

2,800～4,100円(二酸化炭素1トンあたり)と、

前の週と同水準。 

S太の市場で提示された価格帯は2,800～

4,100円。各業者個別の値幅は100円や300円、

350円があった。 

 

再エネ・バイオで(Sバイ)は、1,900～2,100

円と前の週と比べ横ばい。一部参加者による

提示は1,900～2,100円。 

 

再エネ・熱(S熱)は1,700～2,000円で、前の

週と変わらず。S熱で市場参加者が提示した価

格帯は1,700円～2,000円。市場提示されてい

た個別の配の値幅は250～300円だった。 

 

省エネルギー(S省)は1,400～1,850円と前

の週と同じ水準。市場で提示されたS省の気配

は1,400～1,850円。各社の提示幅は100～200

円。 

 

森林(S森)は、3,000～15,000円といった広

いレンジで前の週と変わらず。市場で提示の

あった価格帯は3,000～15,000円。一部店頭は、

中心値を市場の中心値よりも高めに設定し、

値幅を5,000円程度に絞り込んでいた。 

○小口の取引などその他の動き 

Jクレジットの1,000トン未満の小口の相対

取引では25日終了の週、約定や取引の交渉な

どの動きが伝わってこなかった。  

 

環境省はこのほど、二国間クレジット制度

(CDM)の資金支援事業で、設備補助事業の4件

を採択した。CDMにより日本が技術などを相手

国に提供して二酸化炭素(CO2)を減らし、削減

量を両国で分け合う。4件のうちフィリピンの

プロジェクトが3件で、CO2の想定削減量は合

計で年間4万2,337トン。もう1件のメキシコの

プロジェクトでは、392トンを削減する予定

(本紙マーケットニュース欄に関連記事｢環境

省=二国間クレジットの設備補助事業、比国な

どの4件を採択｣を掲載)。 

 

リコーリースは23日、FIT非化石証書の購入

代行サービスを開始すると発表した。需要家

のために、発電所情報がひもづけされたトラ

ッキング付FIT非化石証書の購入手続きを代

行する(本紙マーケットニュース欄に関連記

事｢リコーリース=FIT非化石証書、購入代行サ

ービスに参入｣を掲載)。 

 

事務局ホームページ・売却価格掲示の案件 

Jクレジット制度事務局が運営するホーム

ページで希望売却価格(25日時点)を公表する

案件は18日時点との単純比較では、希望売却

価格、売却可能量に変動は生じなかった 
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25日時点 

 

◎環境関連経済・金融情報 

○SDGs債 

回号 発行体 種類 発行額(億円) 利率(％) 年限(年) 発行日 

5 三菱重工業 TB 100 0.459 5 8 月 31 日 

 

21日の週に条件決定したSDGs債は、三菱重工

業のトランジションボンドの1件のみ。発行体

にとって2回目の起債になる。継続的発行が好

感され、投資家の需要を集めた。既存インフラ

の脱炭素化、水素エコシステムの実現、CO2エコ

システムの実現に関連する新規投資や既存投

資のリファイナンスに充当される。 

 起債予定では、シチズン時計がサステナビリ

ティ・リンク・ボンドを9月にも起債する。発行

額は100億円、5年を予定している。また、住友

商事は200億円のグリーン・ボンドの発行を予

定している。 

 

制度名 プロジェクト実施者 実施地域 プロジェクト種類
売却可能量

最小 (トン)

売却可能量

最大(トン)

前の週末

との比較
対象期間開始 対象期間終了 希望売却価格

Ｊクレジット 中標津町 北海道標津郡中標津町 森林経営 1 1,974 0 2014/4/1 2020/10/31 11,000

Ｊクレジット 南アルプス市 山梨県南アルプス市 水力発電設備の導入 1 43 0 2013/4/1 2015/3/31 12,000

Ｊクレジット 南アルプス市 山梨県南アルプス市 水力発電設備の導入 1 101 0 2015/4/1 2016/10/31 12,000

Ｊクレジット 南アルプス市 山梨県南アルプス市 水力発電設備の導入 1 147 0 2016/11/1 2021/3/1 12,000

Ｊクレジット 長野県
長野県小海町、下諏訪町

、佐久市、阿智村
森林経営 1 13 0 2015/4/1 2016/3/31 15,000

Ｊクレジット 長野県
長野県小海町、下諏訪町

、佐久市、阿智村
森林経営 1 5,018 2016/4/1 2022/3/31 15,000

Ｊクレジット 岐阜県森林公社

岐阜県本巣市、海津市、

垂井町、池田町、揖斐川

町、美濃市、郡上市、美

濃加茂市、八百津町、白

川町、東白川村、高山市

森林経営 1 4,581 0 2021/4/1 2022/3/31 8,000

Ｊクレジット 中江産業
徳島県三好市

岐阜県郡上市
森林経営 1 4,351 0 2013/4/1 2015/3/31 10,000

J-VER 高知県 高知県
木質資源

エネルギー活用
1 1,285 0 2010/10/1 2011/9/30 7,000

J-VER 高知県 高知県
木質資源

エネルギー活用
1 5,399 0 2011/10/1 2012/9/30 7,000

J-VER 高知県 高知県
木質資源

エネルギー活用
1 1,004 0 2012/10/1 2013/3/31 7,000

J-VER 高知県 高知県 森林吸収 1 334 0 2009/4/1 2010/3/31 10,000

J-VER 王子製紙 北海道 森林間伐 1 739 0 2008/4/1 2010/3/31 5,000

J-VER 王子製紙 北海道 森林間伐 1 1,106 0 2010/4/1 2011/3/31 5,000

J-VER 磐城造林 福島県 森林吸収 1 7,359 ― 2008/4/1 2012/5/31 9,000

J-VER 磐城造林 福島県 森林吸収 1 2,293 ― 2012/6/1 2013/3/31 9,000

J-VER 高知県 高知県 森林吸収 1 1,188 0 2010/4/1 2012/12/31 10,000

J-VER 岐阜県森林公社 岐阜県 森林間伐 1 5,516 0 2011/4/1 2013/3/31 8,000

J-VER 王子製紙 北海道 森林間伐 1 1,260 0 2010/4/1 2011/3/31 5,000

J-VER 中江産業 徳島県、岐阜県 森林経営 1 7,995 0 2008/4/1 2011/10/31 10,000

J-VER 中江産業 徳島県、岐阜県 森林経営 1 6,505 0 2011/11/1 2013/3/31 10,000

J-VER 王子製紙 和歌山県 森林間伐 1 1,260 0 2008/4/1 2011/3/31 5,000

J-VER 王子製紙 岡山県 森林間伐 1 888 0 2008/4/1 2011/3/31 5,000

J-VER 王子製紙 島根県 森林間伐 1 363 0 2009/4/1 2011/3/31 5,000

新潟県J-VER 津南町森林組合 新潟県 森林間伐 1 1,550 0 2013/4/1 2016/3/31 9,500

新潟県J-VER 新潟県 南魚沼市 新潟県 森林間伐 1 70 0 2008/4/1 2013/3/31 10,000

売出クレジット一覧  (希望売却価格・提示案件)

注:　表はJクレジット事務局のホームページ掲載の情報をもとにリム情報開発が作成、案件は調査時点で確認できた範囲

　　 売却可能量の単位は二酸化炭素(CO2)換算のトン(CO2/t)、希望売却価格は二酸化炭素1トンあたりの税抜
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◎海外の環境価値取引市場 

○欧州温室効果ガス排出権先物  

ICE・欧州CO2排出権先物   2023年12月限 (取引中心限月) 

日付 終値 前日比 始値 高値 安値 出来高 

      8月21日   87.88   -0.13   88.55   88.71   86.86  12,956 

      8月22日   89.87    1.99   87.78   90.44   87.76  21,318 

      8月23日   88.22   -1.65   89.96   90.24   87.35  22,035 

      8月24日   85.84   -2.38   87.45   87.45   85.09  21,661 

      8月25日   85.39   -0.45   85.06   86.50   84.50  15,280 

＊価格単位:ユーロ/トンCO2、出来高:1ロット＝1,000トンCO２(二酸化炭素：温室効果ガス) 

       

主要限月の週末の終値     為替レート   

限月 終値 前週末比  日付 ユーロ/円 ドル/円 

   2023年9月限   84.50   -2.57     8月21日  159.62  146.33 

   2023年12月限   85.39   -2.62     8月22日  160.88  147.27 

   2024年12月限   89.62   -2.74     8月23日  159.55  146.72 

   2025年12月限   93.59   -2.76     8月24日  158.99  145.86 

   2026年12月限   97.54   -2.59     8月25日  159.36  147.22 

＊価格単位:ユーロ/トンCO2    
＊出所: 三菱UFJ銀行＝TTS(電信売相場)  

当日が休日の場合、前営業日のレートを採用 
  

 

欧州連合CO2排出枠(EUA)入札 

実施日 種類 落札価格 
最低 

入札価格 

最高 

入札価格 
落札量 入札量 

応札 

倍率 
入札者 落札者 入札収入 

8月21日 EU共通  86.00  76.00  90.01  1,329,000  3,711,500 2.79 19 12 114,294,000 

8月22日 EU共通  87.86  75.00  90.02  1,329,000  3,718,000 2.80 19  9 116,765,940 

8月23日 入札なし                                                                   

8月24日 EU共通  85.51  80.00 120.00  1,329,000  2,543,000 1.91 21  9 113,642,790 

8月25日 ドイツ  85.50  76.00 100.00    976,500  3,123,500 3.20 20  6  83,490,750 

注)価格単位:ユーロ/二酸化炭素(CO2)1トン、量単位:CO2排出1トン、EU共通:独とポーランドを除く欧州連合加盟国、 

   EU航空:欧州連合航空排出枠(EUAA)、入札実施機関:欧州エネルギー取引所(EEX) 

 

○概況: 反落、利益確定の売りが下押し 

欧州連合(EU)の温室効果ガス排出権先物は

25 日終了の週、反落した。豪州の液化天然ガ

ス(LNG)供給不安が和らぎ、利益確定の売りが

優勢になったとみられる。 

インターコンチネンタル取引所(ICE)の欧

州排出権先物の 2023 年 12 月限は 25 日、前の

週末の 18日と比べ 2.62ユーロ安(二酸化炭素

1 トンあたり)の 85.39 ユーロ(1 万 3,608 円)

で取引を終了した。 

 

取引状況 

 取引の中心である 2023 年 12 月限は週初 21

日、前の週末の終値より 0.54 ユーロ高の

88.55 ユーロで始まった。22 日、23 日と 90 ユ

ーロ台を試したあと弱地合いに転換し、週末

25 日に 85.39 ユーロで取引を終えた。 

取引時間中の最高値は 22日の 90.44ユーロ

と、7 月 28 日の 90.92 ユーロに次ぐ高値水準

に達した。 

最安値は 25 日の 84.50 ユーロと、85 ユー

ロを下回る水準。 

一方、週間の最高値と最安値の高低差は

5.94 ユーロと、前の週と比べ 2.07 ユーロ広

がった。 

週間の合計売買量は、約 9 万 3,300 ロット

と前の週から約 1 万 4,200 ロット増えた。 

1 日あたりの平均売買量は約 1 万 8,700 ロ

ット(前の週:約 1 万 5,800 ロット)。 

 

市場環境 

 豪州 LNG の供給懸念がやや薄まり、排出権

先物相場を下押ししたもよう。 
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LNG 設備の労働組合が 9 日にストライキを

決議し、実行には移さず、使用者側との交渉を

継続。労働争議のうち 1 件は 24 日、妥結に向

かって前進した。 

豪石油・ガス大手ウッドサイド・エナジーは

24 日、ノースウエスト・シェルフの交渉で労

働組合との間で賃金やその他の条件について

基本的な合意に達したと発表した。 

これを受け、排出権先物市場では、LNG の供

給減による発電での石炭依存の高まりに対す

る依存度上昇の連想が弱まったと考えられる。 

 ただ、このほか、米シェブロンの豪州 LNG 施

設であるゴーゴンとウィートストーンでもス

トライキの可能性のある労働争議の交渉が 25

日現在、継続中。 

 

 排出権先物相場の流れとしては、心理的な

節目となりやすい 90 ユーロを付けたことで、

目標達成感から、目先の利益を確定する動き

につながりやすかった部分もありそう。 

 22 日の取引時間中に付けた 90.44 ユーロま

で上昇。ただ、翌 23 日の高値は 90.24 ユーロ

にとどまり、24 日、25 日と 90 ユーロ割れ水

準へと切り下がった。 

 

その他の主要限月 

23 年 12 月限以外の主要限月の 25 日の終値

は、前の週末と比べ、期近の 23 年 9 月限が

2.57 ユーロ安の 84.50 ユーロ。期先は 24 年

12 月限が 2.74 ユーロ安の 89.62 ユーロ、25

年 12 月限が 2.76 ユーロ安の 93.59 ユーロ、

26 年 12 月限が 2.59 ユーロ安の 97.54 ユーロ

だった。 

中心限月である 23 年 12 月限と期先の価格

差は、24 年 12 月限が 4.23 ユーロ高と前の週

と比べ 0.12 ユーロ狭まり、25 年 12 月限が

8.20 ユーロ高と 0.14 ユーロ狭まった。一方、

26 年 12 月限も 12.15 ユーロ高と、0.03 ユー

ロ広がった。 

 

 

排出枠入札 

EU の排出量取引制度 (EU-ETS)の排出枠

(EUA)の落札価格は 25 日終了の週、前半に 87

ユーロ台に上昇したが、後半に 85 ユーロ台へ

と弱含んだ。前の週は 85 ユーロ台前半から 87

ユーロ近辺の推移。 

欧州エネルギー取引所(EEX)は、EU 共通(ド

イツとポーランドを除く加盟国)3 回、ドイツ

1 回の合計 4 回の入札を実施した。 

 

 先物の当日の終値に対する落札価格の割安

幅は、4 回の単純平均が 0.82 ユーロと、前の

週の 1.52 ユーロに比べ縮んだ。 

 落札価格は先物の終値に対して割安になる

ことが多いが、4 回のうち 25 日の独は当日の

終値よりも 0.11ユーロ高と、高安が逆転した。

そのほかの落札価格の割安幅は、0.33 ユーロ

から 2.01 ユーロ。 

 

最高入札価格は、21 日と 22 日が 90 ユーロ

をわずかに上回る水準だったが、先物の相場

が軟調だった 24 日と 25 日にそれぞれ 120 ユ

ーロ、100 ユーロと高くなった。 

 

EU共通の落札価格は、21日が 86.00ユーロ、

22 日が 87.86 ユーロ、24 日が 85.51 ユーロだ

った。前の週は、14 日が 85.34 ユーロ、15 日

が 86.71 ユーロ、17 日が 86.84 ユーロ。 

応札倍率は、21 日が 2.79 倍、22 日が 2.80

倍だったが、24 日に 1.91 倍と 2 倍を割り込

んだ。前の週は、14 日が 2.82 倍、15 日が 2.78

倍、17 日が 2.38 倍。 

落札者は合計 30 者と、前の週と比べ 5 者減

少した。 

 

25 日の独は 85.50 ユーロで、18 日の 86.68

ユーロから下がった。 

応札倍率は 3.20 倍と、18 日の 2.01 倍と比

べ強い結果となった。対照的に落札者は 6 者

と 3 者減った。 
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◎クリーンエネルギーをめぐる動き 
○2023年度先進的CCS事業に選定された7案件について 
動き   

○独立行政法人エネルギー・金属鉱物資源機構

(JOGMEC)は、2023年度｢先進的CCS事業の実施に

係る調査｣に関する委託調査業務の公募を行い、

7案件(国内5件、海外2件)を候補として選定し

た。JOGMECが支援する、国内初となるCCS技術の

事業化例をみる。 

 

●合同7社、日本海側東北地方CCS事業の調査を

受託 

 伊藤忠商事、日本製鉄、太平洋セメント、三

菱重工業、伊藤忠石油開発、INPEXおよび大成建

設は8月初め、7社共同で提案した｢日本海側東

北地方CCS事業構想｣が、JOGMECの2023年度の公

募事業である｢先進的CCS事業の実施に係る調

査｣に採択されたと発表した。 

 政府が掲げる｢2050年カーボンニュートラ

ル｣および｢2030年度において温室効果ガス46%

削減(2013年度比)｣の2つの目標の実現に向け、

Hard-to-Abate産業(※1)においても脱炭素化

を達成するため、CCSは最大限活用すべき手段

と位置付けられる。 

 経済産業省もCO2排出事業者も含めたCCSバ

リューチェーン事業者を募り、2030年までに日

本国内に複数のCCSモデル事業を立ち上げるこ

とを目標に掲げている。 

 こうした状況を背景に、伊藤忠商事、三菱重

工、INPEX、大成建設の4社は今年1月26日、国内

のHard-to-Abate産業等から排出されるCO2の

分離回収・出荷・船舶輸送・貯留にかかわる共

同事業化に向けた調査、国内におけるCO2貯留

候補地の選定作業を実施することを公表して

いた。今回は日本製鉄と太平洋セメントもCO2

排出事業者として参画。さらに伊藤忠商事グル

ープの石油・天然ガス開発事業を担い、CCS等の

脱炭素プロジェクトにも取り組んでいる伊藤

忠石油開発も加えた7社共同で本調査を実施す

ることとなった。 

 調査では、2030年度までに具体的なCCSバリ

ューチェーン事業を稼働させることを念頭に、

日本製鉄と太平洋セメントが各々の特定工場

から分離・回収したCO2を貯留適地候補に船舶

を用いて輸送・貯留することを想定。バリュー

チェーン全体における技術的課題の整理を行

うとともに、経済性や社会的受容性の問題など

を洗い出すことも目標とする。 

 今回の東北地域でのCCS貯留量は年間200万

トン程度となっており、製鉄およびセメントの

関連工場から排出されるCO2排出量を精査し、

排出事業者の選定なども含め検討していくと

いう。 

 

※1：素材産業をはじめとする電化及び水素化

等だけでは脱炭素化の達成が困難と想定され

る産業を指す。 

 

●共同3社、首都圏CCS事業を正式採択 

 INPEX、日本製鉄および関東天然瓦斯開発の3

社は8月初旬、JOGMECの公募事業である2023年

度｢先進的CCS事業の実施にかかわる調査｣の委

託事業として、共同で応募していた｢首都圏CCS

事業｣が正式に採択され、JOGMECと3社間で委託

契約を締結した。 

 各社は首都圏にある製鉄所を含む複数の産

業を排出源とするCO2を回収し、パイプライン

で首都圏海域に輸送する。各社の技術力と知見

を活かし、CCSの事業化に向けCO2の分離回収・

輸送・貯留の各段階における問題点について共

同で検討・調査を実施する。なお、首都圏海域

のCO2貯留量は地形などの特性から年間100万

トン程度となっているという。 

 3社は、各社の中長期経営計画において、2050

年までのカーボンニュートラル達成をそれぞ

れ目標に掲げている。 
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7案件合計で年間約1,300万トンのCO2を貯留 

2023年度 先進的CCS事業として選定した7案件の位置図および提案企業  

出所: 国内初のCCS事業化の取り組み～2030年度までのCO2貯留開始に向け、調査7案件を候補とし

て選定～ : ニュースリリース | 独立行政法人エネルギー・金属鉱物資源機構［JOGMEC］ 

 

 

【編集記】この項目ではカテゴリー別に「クリ

ーンエネルギーを巡る動き」を整理し、わかり

やすくまとめます。

  

https://www.jogmec.go.jp/news/release/news_01_00034.html
https://www.jogmec.go.jp/news/release/news_01_00034.html
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◎マーケットニュース 

○バイオバンカー市況=LNGバンカー価格の高騰で値差縮小 23日 
動き   バイオ混合率最大30％のVLSFO価格の気配値は、ロッテルダム渡しで770.00～840.00ドル、バイオ混合

率最大24％のVLSFO価格の気配値は、シンガポール渡しで798.00～868.00ドルといずれも小幅に下落し

ている。また、LNG相場の上昇により、LNGバンカーとバイオバンカー価格の値差は縮小した。 

 

 リムバンカーオイルレポートによると、23日時点のLNGバンカー価格は、ロッテルダムの9月前半渡し

で、740.00～820.00ドル、シンガポールの10月渡しで775.00～855.00ドル程度で唱えられている。なお、

硫黄分0.5％以下のVLSFO価格はロッテルダムで585.00～588.00ドル、シンガポールで622.00～625.00ド

ル。 

 

 バイオ燃料価格は、マレーシアやインドネシアのパーム油価格の下落に伴い小幅に下落している。ま

た、このところのVLSFO価格の下落を受け、ロッテルダムやシンガポールのバイオバンカー価格は先週か

ら弱含んだ。ただし、他の燃料と比較した場合、バイオ燃料価格は依然として高値圏にある。中国が2023

年にインドネシアから輸入するパーム油の数量は、コロナ以前と同水準の約800万トンに上る見通し。こ

れに伴い中国で廃食油が増えるとの見方が強まっている。廃食油の供給で相場が下落するとの指摘があ

るものの、市場では、使用済み食用油(UCO)を原料とするFAME(脂肪酸メチルエステル《UCOME》を含む)

の需要が高まり、価格が高止まりしやすいという。 

 

 また、LNGバンカー価格が急騰したことで、バイオバンカー価格に割安感が生じ、特にアジアで需要が

伸びる可能性が高いようだ。中国、シンガポール、香港や日本といった国や地域では、デッキタンクを

設置できないハンディサイズ以下の船舶が、燃料油の観点から環境対策を実施するには、減速航海かバ

イオバンカーの使用が一般的とされる。この考え方がバイオバンカーの需要を下支えしているとの指摘

が聞かれた。 

 

 米石油会社のフィリップス66と穀物貿易会社アーチャー・ダニエルズ・ミッドランドは、新たなバイ

オ燃料の合弁事業の立ち上げについて協議中と報じられた。高コストの製油所を、持続可能な航空燃料

(SAF)などの低炭素バイオ燃料を生産するための設備とし、原料となる作物の確保も目指している。｢長

年対立してきた石油業界とトウモロコシを材料とするエタノール業界の歩み寄りの一つ｣ともいわれて

いるようだ。 

 

 フィリップス66は、カリフォルニア州にあるロデオ製油所を、世界最大級の再生可能燃料の精製施設

に改修し、2024年から稼働を開始する予定。同製油所では原油精製を行わず、代わりに廃油、油脂、グ

リース(半固体状潤滑剤)や植物油を用いて、再生可能エネルギーおよび再生可能ディーゼル、ガソリン、

SAFといった再生可能燃料由来の輸送用燃料を年間約8億ガロン(日量50,000バレル)生産する予定だ。 
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○リコーリース=FIT非化石証書、購入代行サービスに参入 
 リコーリースは23日、FIT非化石証書の購入代行サービスを開始すると発表した。需要家のために、発

電所情報がひもづけされたトラッキング付FIT非化石証書の購入手続きを代行する。サービスの利用者

は、非化石市場への直接参加する費用や業務負担の軽減が可能。トラッキングの割り当てでは発電所を

指定せずに申請する方法が一般的だが、新サービスでは、ニーズに応じた属性を持つ発電所の証書を求

める企業向けに、リコーリースが保有するFIT太陽光発電所を指定して申請することもできるという。 

リコーリースは400カ所以上のFIT太陽光発電所を保有する。同社は今年4月、保有する太陽光発電所に

由来するトラッキング付FIT非化石証書を1,240MWh分購入し、2022年度に自社オフィスで使用した電力

をすべて脱炭素化した。 

 

(購入代行サービスのイメージ)  

図の出所: リコーリース 発表資料 

 

○丸紅・大ガス=ペルーの合成メタン製造・販売計画、詳細な検討開始 
 丸紅と大阪ガスは、丸紅が出資するペルーLNG(PERU LNG S.R.L)とともにペルーで環境配慮型の合成

メタンを製造、液化、日本への輸出する事業の詳細な検討を共同で開始すると発表した。3社は昨年7月

から、年間約6万トンの合成メタンの製造に必要な再生可能エネルギーと二酸化炭素(CO2)の調達の可能

性などについて調査してきた。太陽光・風力・水力などの再エネとペルーLNGの液化天然ガス(LNG)の設

備から回収するCO2を原料として価格競争力のある合成メタンを製造できる可能性を確認したという。3

社間で今回合意した次の詳細な検討では、再エネやCO2など原料調達の条件に関する協議、プラント仕様

の検討、事業性の詳細な算定を行う。詳細な検討の結果を踏まえて、2025年に投資意思決定を行い、2030

年に合成メタンの製造・販売を開始することを目指す。 

 
(プロジェクトの概念図)  

(注：e-メタン＝合成メタン) 

図の出所: 大阪ガス (22日)発表資料 
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○東北銀=農業分野の炭素クレジット創出支援、フェイガーと業務提携 

東北銀行は、農業分野の炭素クレジットの創出支援でフェイガー(東京都港区)と業務提携を締結した。

岩手県を中心に宮城県や青森県などで業務を展開する東北銀はフェイガーに対し、脱炭素農業に取り組

もうとする農家や、炭素クレジット購入を検討する顧客を紹介する。農家は脱炭素農業により二酸化炭

素(CO2)を削減すれば、Jクレジットなど炭素クレジットの創出を通じて、収益が還元される。 

 

(サービスの流れ・イメージ)  

図の出所: 東北銀行 (22日)発表資料 

 

○タイ・バンプー=炭素回収・利用・貯留の計画、米ルイジアナ州と協定 

タイのエネルギー大手バンプーはこのほど、米ルイジアナ州と二酸化炭素回収・有効利用・貯留(CCUS)

計画の協定を締結した。バンプーは｢ハイウエスト｣と呼ばれるプロジェクトで、CCUS設備の建設と二酸

化炭素(CO2)の隔離を行う予定。同社による米国でのCCUS計画は3件目。 

バンプーは、先行する米国でのCCUS計画の2件のうち｢バーネットゼロ｣については、実際の建設に移る

意思を示す最終投資決定(FID)を2022年に実施。同年10月には、もう1件の｢コットンコーブ｣の内部的な

FIDを行った。バーネットゼロは投資額が2,900万ドル(約43億円)から3,400万ドル程度、年間平均で最大

約21万トンの二酸化炭素(CC2)回収を見込む。コットンコーブはそれぞれ1,400万ドルから2,400万ドル

程度、約8万トンの予定。 

 バーネットゼロの設備建設は昨年7月に始まり、今年12月までにCO2の地下への最初の注入を実施する

ことを目指す。コットンコーブでは、2024年末までにCO2の回収を開始することが目標。 

 バンプーの石油・ガス部門の幹部は17日の発表文の中で、｢我々は天然ガス事業の上流部門で、2030年

代に年間1,500万トンから1,600万トンのCO2削減を目指しており、常にCCUSプロジェクトの拡大を図っ

ている｣などと述べた。 

 

○環境省=二国間クレジットの設備補助事業、比国などの4件を採択 

環境省はこのほど、二国間クレジット制度(CDM)の資金支援事業で、設備補助事業の4件を採択した。

CDMにより日本が技術などを相手国に提供して二酸化炭素(CO2)を減らし、削減量を両国で分け合う。4件

のうちフィリピンのプロジェクトが3件で、CO2の想定削減量は合計で年間4万2,337トン。もう1件のメキ

シコのプロジェクトでは、392トンを削減する予定。これまで採択した設備補助事業による2030年度まで

のCO2削減量は、累積で約2,000万トンを見込む。同事業の今年度の募集は継続中で、締め切りは11月30
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日正午。 

今回、採択されたフィリピンの案件のうち、セメント工場への廃熱回収発電システム(6,000kW)導入は

CO2を2万1,245トン削減する。代表事業者はグローバルエンジニアリング。キューデン・インターナショ

ナルが手掛けるボホール島タゴホイ地域の太陽光発電(2万7,000kW)のCO2削減量は2万395トン。電子機

器組み立て工場の屋根置き太陽光発電システム(1,200kW)の設置は、697トンを削減する見通し。代表事

業者は東京センチュリーで、リース事業(JCMエコリース事業)として運営する。東銀リースが代表事業者

を務めるメキシコの案件もリース事業で、自動車部品工場に屋根置き型の太陽光発電システム(500kW)

を導入する。 

 

◇ 

 

※リムレポートの転送は著作権により堅く禁じられております。購読契約者である組織以外だけでなく、

同契約者の組織内の他部署、支社、支店などへの転送も出来ません。本レポートの全部もしくは一部の

転載も禁じられています。著作権違反が発覚した場合、違約金が発生することがあります。本レポート

に記載された情報の正確性については万全を期しておりますが、購読者が本レポートの情報を用いて行

う一切の行為に関して、リム情報開発株式会社は責任を負いません。また、天災、事変その他非常事態

が発生し、または発生するおそれがあり、運営が困難となった場合、レポート発行を一時的に中断する

ことがあります。 

事業所一覧 

[東京本社]           Tel:03-3552-2411, Fax:03-3552-2415 

                        e-mail:info@rim-intelligence.co.jp 

[シンガポール支局]   Tel:(65)-6345-9894, Fax (65)-6345-9894, 

                        e-mail:hagimoto@rim-intelligence.co.jp 

[北京支社]           Tel:(86)10-6498-0455, Fax:(86)10-6428-1725 

                        e-mail: ma@rim-intelligence.co.jp huo@rim-intelligence.co.jp 

[上海支社]           Tel: TEL: 86-21-6760-6330/6331 e-mail:rim_sh@rim-intelligence.co.jp  
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